
2018.02.10.「大学生等による地域創生推進事業」活動報告会 



１．｢中山間地域農業参画プロジェクト」とは 
    目的 

・中山間地域農業、農村の現状の理解を深める 
・農業体験・農村での生活を体験しながら交流を 
 深める 

   経緯 

・震災前から、耕作放棄地が拡大している地域 

・中山間地域等直払い制度交付対象地域、 

 集落活性化の取り組みが模索されている地域 
→ 2009年度からプロジェクトを実施(今年度で9年目） 



人口：134人 
（男性68人・女性66人） 
世帯数：38世帯 
※集落の高齢化率 33.6％ 

総面積：約231.3ha 
※田：約25.9ha 
  畑 ：約52.8ha   
  山林：約116.1ha 
  耕作放棄地：約23.7ha 
 

２．西谷集落の概要 



5月：田植え、住吉神社 祈祷際、 
         交流会etc （参加人数：21人） 
 

7月: 草刈り、東和ロードレース大会参加（15人） 
 

8月：草取り、夏祭り（6人） 
 

9月: 稲刈り、西谷めしフェス（15人） 
 

11月: 学園祭での農産物販売 
   （米、焼きおにぎり、豚汁） 
 

2月：検討会 

３．私たちの活動内容（2017年度） 



11月 お米の販売 
 

学園祭での呼びかけ 
SNSでの広報活動 

（Facebookより） 
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・米を生産、販売することの意義・難しさ 
→一定の価格をつけて 
 販売することが重要 
 

・中山間地域での水稲作の苦労、重労働さ 
→耕作放棄地の拡大の一因 

⇔取り組みの革新の必要性 
 ･･･参加者の輪を広げる、販路の拡大等 

成果と課題 



４．西谷めしフェス（2017.9.25） 

・西谷集落の農業に立脚した 
 食生活・食文化を学ぶことを通し、 
 「食」の魅力と価値を考える 

・普段の農業体験では交流することが 
 少ない、お母さん方と交流する 

🍴 目的 



🍴 企画概要 

・西谷の郷土料理を、お母さん方と 
 共に作り・食べる 

～MENU～ 
ざくざく煮しめ・ごぼういり 
イカ人参・おにぎり 



・郷土料理の魅力を実感を伴って 
  知ることができた 
 
・ただ料理を作るだけでなく、話しを 
  聞きながら交流することができた 
 
・・・交流から次のステップに進むことが課題 

成果と課題 



・ 学園祭にて米だけでなく 
 西谷めしフェスで作った郷土料理の販売 
    →首都圏の人が集まる機会を活用 
 

・田植え・稲刈りツアー（スタディー・ツアー）の実施 
→学生の枠にとどまらず一般の人も・・・ 

５．今後の展望  
 


